
かわまちづくり アンケート調査結果 
熊谷市役所 建設部河川課  

 
 荒川緑地および周辺水辺等を対象とする「熊谷市荒川かわまちづくり計画（仮称）」の検討のため、

熊谷市内に在住する皆様に、かわまちづくりに対するニーズについて、アンケート調査を行った。 

 

■期間  ：2023 年 11 月 20 日～2023 年 11 月 30 日 

■対象  ：熊谷市内の在住者 

■調査方法：Web モニターアンケート（リサーチ会社の有するモニターを対象とする調査） 

■回答数 ：400 人 

■調査項目：対象エリア(案)の利用状況、かわまちづくりへの期待、問題箇所等に関する自由意見等 

 

 

回答者の属性(n=400) 

 年齢は 50 代以上が半数以上を占めているが、性別、居住地を問わず、多くの方々にご回答いた

だいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢 

  

徒歩圏内(半径 800m 圏) 

自転車圏内(半径 5km 圏) 

性別 

居住地 



問 1 対象エリアの利用状況について 

 対象エリアを月 1～2 日以上利用している人が約 20％、年に数日～数年に 1 日以下の人が約

80％と利用頻度が少ない。 

 利用者の約 50％が堤防上の道路を散歩やジョギング利用や、お祭り・イベント利用を目的として

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 対象エリアの魅力について 

 対象エリアの桜堤や花火大会、景観・眺望などに魅力を感じている人が多くみられる。 

 河川空間へのニーズは、「散歩・ジョギング・サイクリングの魅力の充実」や「休憩施設の充実」、「駐

車場や坂路の整備」のニーズが高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象エリアの利用状況 
(n=233) 

(n=400) 

利用場所 

(n=233) 利用目的 

（回答数）（ｎ＝233） 1位 2位 3位

桜堤がきれいなこと 87 55 23

熊谷花火大会、 35 58 36

景観、眺望が良いこと 35 34 30

芝生広場やグランドが充実 17 27 29

自然環境(野鳥、魚、草花)が豊かなこと 11 14 20

自然の中でスポーツや文化を楽しめること 14 9 16

公園施設(いきいき広場等)が充実している
こと

5 9 20

荒川の水がきれいなこと 12 7 5

夕涼みなど、涼しさが感じられること 1 1 12

特になし 15 18 41

その他 1 1 1

対象エリアの魅力 魅力充実に向けて良くなってほしいこと 

（回答数）（ｎ＝400） 1位 2位 3位

散歩・ジョギング・サイクリングの魅力の充実 65 65 35

休憩施設の充実(ベンチ、東屋など) 56 57 44

駐車場や坂路の整備 45 44 56

ゴミ対策や治安対策 47 36 34

夏場の暑さを和らげる親水施設の充実(せせ
らぎ水路・水遊び場など)

24 32 42

市民の憩いの場の充実(マルシェ、地域イベン
ト、カフェ)

29 27 39

子供の遊び場の魅力の充実 34 22 25

バーベキューやキャンプの利用 26 22 27

自然との共生、環境学習の充実 15 26 33

バリアフリー環境の充実(スロープ、手すり、
多機能トイレ)

19 29 20

スポーツ利用の魅力の充実、スポーツ文化の
発信拠点

18 18 20

ドッグランなどペットとの触れ合いの魅力の 10 10 10

水上スポーツや釣りの魅力の充実 5 8 11

その他 7 4 4



問 3 熊谷市荒川かわまちづくり計画（仮称）について 

 対象エリアの水辺空間の活用が熊谷市の活性化に重要と考えている人が約 60％と半数以上で

ある。 

 かわまちづくり計画に期待することとして、「安心・安全に暮らせるまちの推進」を１位で選ぶ人が

最も多く、防災への関心が高い。第１～３位の合計の回答が多い項目として、順に「快適で暮らし

やすいまちづくり」、「環境に優しく自然豊かなまちづくりの推進」が選ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 かわまちづくり計画への 

参加について 

 魅力ある河川空間の充実や

維持のためのイベント開催や

維持管理へ約 80％の市民か

ら協力的な意向が示されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

(n=400) 

熊谷駅周辺の魅力向上に 
水辺空間を活かすことの重要性 (n=400) かわまちづくり計画に期待すること 

（回答数）（ｎ＝400） 1位 2位 3位

安心・安全に暮らせるまちの推進 150 56 53

快適で暮らしやすいまちづくりの推進 50 73 60

環境に優しく自然豊かなまちづくりの推進 43 45 59

活気と賑わいのある魅力的なまちの推進 48 49 33

子供、高齢者、障がい者等の誰もが暮らしや
すいまちの推進

29 65 27

市民の健康づくりの場の推進 23 47 35

スポーツの魅力や文化の発信 14 15 52

子育て支援の環境づくりの推進 25 25 27

地域の文化・歴史の継承 9 10 26

地域コミュニティづくりの推進 6 12 25

その他 3 3 3

(n=400) 

イベント開催や維持管理への協力意向 

意見区分 意見数 主な意見の概要　※( )内の数値は意見数を示す

まちづくりの
方向性

13

独自性・永続性、未来を見据えた開発
賑わい、魅力、行きたいと思えるまちづくり
来訪者を呼び込むまちづくり
誰もが楽しめるまちづくり
誰もが安全安心なまちづくり
自然豊かな、景観を活かしたまちづくり

管理・マナー対
策

9
適正な管理、増水時の対応(4)
治安維持(3)、ゴミやマナー対策(2)

計画づくりの進
め方

9
市民・住民意見の反映、市民のための計画づくり(5)
市民への説明、関心(4)

河川空間の利活
用への参加意向

6
参加協力したい(3)
清掃・美化運動の市民参加の環境づくり(3)

税金、予算
7

税金の使い方、有効な活用(5)
予算確保の方法(2)

その他
3

何も期待していない(1)、利用することはない(1)
大麻生方面にも力を入れてほしい(1)

意見数 111

河川空間の利活
用に関する意見

64

防災・治水対策(9)
自然環境の維持、創出(8)
親水・川遊び（6）
祭り・イベントの開催(4)
健康増進、散歩、ジョギング(4)、釣り(4)
アクセスの充実（動線、公共交通、渋滞改善）(4)
施設・トイレの整備(4)
駐車場の整備(3)
誰もが過ごせる・利用したいと思える場づくり(3)
子供が川遊びできる等(3)
堤防道路や河川敷地内の歩行者の安全対策(3)
アウトドア・スポーツを楽しむ場(3)
ある場所の有効活用(3)
桜並木の保全維持(2)、公園樹木の保全(1)

問５ かわまちづくり計画への自由意見  
(n=400、意見数 111) 

※小数点以下四捨五入のため総計が 100％とならない 


